
「スターター（人工乳）とは」

「第1胃絨毛の働きと発達」

　穀物（スターター）を早期から給与することにより、第１胃絨毛が生後早い時期か
ら発達しています。一方、ミルクと乾草しか与えなかった子牛は１２週齢になっても未
発達です。（写真１）
　第１胃絨毛が発達するとＶＦＡ（揮発性脂肪酸）の吸収が効率よく行われます。
　早期からスターターを与え第１胃絨毛を育てることが、栄養を有効に利用し、子牛
をスクスク育てるための第１歩です。
（ＶＦＡ：第１胃でデンプンが発酵して作られる。揮発性脂肪酸といわれ、プロピオン酸、酪酸、
酢酸がある。ＶＦＡはエネルギー源となるだけでなく、酢酸は特にサシや乳脂肪の素になります。）

「給与飼料による第１胃絨毛の発達の違い」
　生後３ヶ月までに給与するための濃厚
飼料。（写真2）
　育成飼料より蛋白質含量が高く、主に
第４胃で消化されるよう、バイパス蛋白
質の割合が高くなっています。
　濃厚飼料は第１胃内微生物の栄養源と
なり、粗飼料の発酵消化を促進します。

　第１胃絨毛は、スターターなどの濃厚飼料から産生されるＶＦＡの刺激
により発達します。

スターター（穀類）の役割

（スターターの銘柄については飼料取扱業者にお尋ねください）
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写真１　給与飼料による第１胃絨毛の発達の違い

写真2

【4週齢】ミルク、穀物、乾草 【6週齢】ミルク、穀物

【8週齢】ミルク、穀物 【12週齢】ミルク、乾草

①栄養補給（4胃で消化吸収・乳量不足の補助）

②揮発性脂肪酸（VFA）の供給

③第１胃内の絨毛発達促進（VFAの刺激）

④胃内微生物へのエネルギー供給

・健康で丈夫な子牛

３ヶ月までの飼い方で将来が決まる。

・スターターを出来るだけ多く食べさせる努力をする。

・乾草は最小限。（最初は一握り、45日で200g程度）

・軟便（健康）と下痢（病気）の区別（検温）

・風邪、下痢の早期治療（ワクチン接種）

・保温とすきま風邪対策

　換気を忘れずに！（アンモニアは肺を痛める）

・腹づくり

・目標：体重／日齢　１㎏以上

・購買者（肥育農家、繁殖農家）に喜ば
　れる子牛づくり

・これまでの常識を見直し、新しく明らかに
　なった子牛の生理に合わせた育成管理

①VFA（プロピオン酸、酪酸、酢酸）の吸収

②第１胃絨毛はVFAの刺激により発達
　第１胃内表面積の増大、VFAの吸収力UP

③乾草で絨毛は発達しない

子牛育成の目標

スクスク育成のカギ


